
▼2017ふたばのわスマイルフォト特別版～変わらない笑顔をあなたへ～(P2～3) 

▼～希望をつなぐ～双葉町大望年会 in 関東(P4～5) 

▼ふたばのイイトコ再発見!～魅せる芝居で笑わせ、泣かせた“劇団2000”～(P6)  

▼町からのお知らせ(P7) ▼放射線モニタリング情報・後世に残したい双葉町・編集後記(P8)
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▼ふたばのイイトコ再発見!～魅せる芝居で笑わせ、泣かせた“劇団2000”～

▼ ▼

「ふたばのわ」は双葉町の結びつきを深めるためのコミュニティ紙です。

自治会・団体の活動紹介や町民同士の新たな交流の場を取材しお伝えしていきます。

「ふたばのわ」を通して町民のみなさんのつながりや笑い合う場を増やしていけたら。

「ふたばのわ」は双葉町の結びつきを深めるためのコミュニティ紙です。

自治会・団体の活動紹介や町民同士の新たな交流の場を取材しお伝えしていきます。

「ふたばのわ」を通して町民のみなさんのつながりや笑い合う場を増やしていけたら。

平成29年1月15日発行 第39号

http://facebook.com/fukushima.futaba
町公式フェイスブックページ ▼

https://futabanowa.wordpress.com
町公式ブログ ▼

インターネットでも つなげようつながろう ふたばのわ



　2017年が始まりました。
　新年第1号では、各地にお住まいのみなさ
んの笑顔をお届けします。それぞれの生活は
変わっても、懐かしい笑顔、温かい笑顔は
いつまでも変わりません。
　酉年は商売繁盛につながる年、実りの年ともいわれて
います。みなさんにとって実り多く、そして笑顔で過ごす
時間が少しでも多い1年となるよう願っています。

紙面の都合上、掲載できなかった写真も含め、撮影したすべ
てのスマイルフォトは双葉町タブレット「ふたばチャンネル」
やYouTube双葉町公式チャンネルからご覧いただけます。
こちらのQRコードをタブレットやスマートフォンで読み
取り、スライドショーをご覧ください。
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懐
か
し
い
顔
が
大
集
合

で
始
ま
っ
た
交
流
会
は
、抽
選
会
や
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
の
余
興
も
相
ま
っ
て
、元
気
な

声
が
響
き
渡
る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。中
に
は
、学
生
時
代
の

部
活
仲
間
や
双
葉
町
時
代
の
ご
近
所
さ
ん

同
士
で
写
真
を
撮
る
姿
も
あ
り
、久
し
ぶ
り

の
再
会
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
こ
の
日
を
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て
き

た
。み
ん
な
に
会
え
て
本
当
に
う
れ
し
い
」

　「
震
災
後
は
じ
め
て
昔
の
職
場
仲
間
と
再
会

す
る
こ
と
が
で
き
た
。参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

こ
の
他
に
も
、た
く
さ
ん
の
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
震
災
で
な
か
な
か
会
え
な
く
な
っ
た
仲

間
と
年
に
1
度
だ
け
で
も
会
え
る
機
会
を

…
そ
ん
な
声
や
想
い
か
ら
企
画
さ
れ
た
大

望
年
会
。当
日
、会
場
と
な
っ
た
栃
木
県
日

光
市
内
の
宿
泊
施
設
に
は
、関
東
地
方
を
中

心
に
集
ま
っ
た
町
民
の
み
な
さ
ん
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
懐
か
し
い
な
〜
！
」「
元
気
に
し
て
っ
か

〜
」と
次
々
と
現
れ
る
懐
か
し
い
顔
に
、興

奮
し
た
様
子
で
声
を
か
け
合
う
み
な
さ
ん
。

5
年
半
と
い
う
時
間
の
長
さ
、双
葉
町
を
離

れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
の
重
み
な
ど
を

改
め
て
考
え
る
場
面
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、夕
方
か
ら
行
わ
れ
る
交
流
会
ま

で
、温
泉
を
楽
し
ん
だ
り
、昔
話
に
花
を
咲

か
せ
た
り
と
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　「
双
葉
町
へ
の
想
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ

り
ま
す
が
、今
日
は
久
し
ぶ
り
に
み
な
さ
ん

と
お
会
い
で
き
た
の
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」

　
東
京
都
内
に
住
む
佐
藤
孝
一
さ
ん
の
挨
拶

う
れ
し
い
ね
ぇ
、楽
し
い
ね
ぇ
―
―

　
12
月
4
日（
日
）〜
5
日（
月
）に
開
催
さ

れ
た
双
葉
町
大
望
年
会 

in 

関
東
。感
動
の

再
会
、尽
き
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
話
…
58

人
の
参
加
者
が
過
ご
し
た
双
葉
町
民
だ
け

の
貴
重
な
時
間
は
、未
来
へ
の〝
望
み
〞が
感

じ
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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大
き
な
「
ふ
た
ば
の
わ
」
へ

生
ま
れ
た
大
望
年
会
。
ま
た
み
ん
な
で
集

ま
り
た
い
、
離
れ
て
い
て
も
つ
な
が
り
を

感
じ
た
い
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
〝
望
み
〞

が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
時
間
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
も
、
各
地
で
今
回
の
よ
う
な
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
関
東
各
地
で
ふ
た
さ
ぽ
（
双

葉
町
復
興
支
援
員
）
主
催
の
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
周
辺
地
域
に
住

む
町
民
が
集
ま
り
、
自
身
の
生
活
や
双
葉

町
へ
の
想
い
な
ど
を
語
り
合
う
こ
と
で
、

町
民
同
士
の
小
さ
な
「
ふ
た
ば
の
わ
」
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
も
っ
と
大
き
く
す
る
た
め
に
企

画
さ
れ
た
の
が
今
回
の
大
望
年
会
。
町
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
日
程
や
会
場
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら

い
、
申
し
込
み
窓
口
や
呼
び
か
け
、
交
流

会
の
司
会
も
担
当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
準
備
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
離

れ
離
れ
に
生
活
し
て
い
る
現
在
、
1
カ
所

に
集
ま
る
こ
と
す
ら
も
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
町
民
同
士
で
準

備
を
す
る
こ
と
で
親
睦
が
深
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
想
定
し
て
い
た
人
数
を
大

幅
に
超
え
る
参
加
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
や
る
気
に
つ
な
が
り
、
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
当
日
ま
で
の
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　「（
今
回
の
よ
う
な
交
流
会
を
）
ま
た
や

り
た
い
と
い
う
声
を
、
他
の
参
加
者
か
ら

聞
け
て
よ
か
っ
た
」

終
了
後
、
準
備
に
携
わ
っ
た
方
か
ら
こ
の

よ
う
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
関
東
地
方
に
住
む
双
葉
町
民
が
一
堂
に

会
し
、
よ
り
大
き
な
「
ふ
た
ば
の
わ
」
が

双葉町の
地図を
見ながら…
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劇
団
ド
ス
ミ
ル
と
は

　
劇
団
2
0
0
0（
ド
ス
ミ
ル
）と
聞
い
て
、懐
か
し
く
感
じ

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
成
12
年

（
2
0
0
0
年
）5
月
、劇
団
員
経
験
が
あ
っ
た
、故
・
中
野
郁
夫

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。団
員
は
双
葉
町
を

は
じ
め
、相
双
地
区
全
域
か
ら
集
ま
り
、多
彩
な
経
歴
の
方
が

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
成
後
の
10
年
間
で
人
間
の
本
質
を
問
う
テ
ー
マ
や
コ
メ

デ
ィ
な
ど
、内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
、前
座
で
漫
才
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

「
暗
い
時
代
背
景
を
テ
ー
マ
に
し
た
芝
居
は
、脚
本
も
演
技
も

し
っ
か
り
し
て
い
て
涙
が
流
れ
た
」

「
生
で
見
ら
れ
る
芝
居
が
新
鮮
だ
っ
た
。普
段
と
は
別
人
を
演

じ
る
知
り
合
い
を
見
て
、驚
い
た
り
、不
思
議
な
感
じ
が
し

た
」

　
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
は
こ
ん
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
稽
古
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
場
面
も
本
番
で
は
不
思
議
と

う
ま
く
演
じ
る
こ
と
が
で
き
、本
番
に
強
か
っ
た
と
い
う
劇
団

ド
ス
ミ
ル
。毎
年
夏
冬
の
2
回
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
ふ
た

ば
で
公
演
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、平
成
22
年
1
月
の
第
20
回

公
演
を
最
後
に
フ
ァ
ン
か
ら
惜
し
ま
れ
つ
つ
、そ
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
ド
ス
ミ
ル
へ
の
想
い

　
11
月
26
日（
土
）、中
野
さ
ん
宅
で

故
人
を
偲
ぶ
集
ま
り
が
あ
り
、優
子

夫
人
を
交
え
、集
ま
っ
た
4
人
が
出

演
し
た
公
演
D
V
D
を
観
な
が
ら
、

郁
夫
さ
ん
や
劇
団
の
思
い
出
を
語

り
合
い
ま
し
た
。

「
若
い
時
に
人
形
劇
団
に
入
り
た

か
っ
た
け
ど
、叶
わ
な
か
っ
た
。第
1

回
公
演
を
観
た
後
に
入
団
し
、夢
が

叶
っ
た
。演
じ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

解
消
に
な
っ
た
」（
石
橋
裕
子
さ
ん
　
大
熊
町
）

「
役
者
志
望
だ
っ
た
高
校
時
代
に
入
団
し
た
が
、こ
こ
で
演
技

の
難
し
さ
を
知
り
、別
の
道
に
進
ん
だ
。芝
居
に
出
演
で
き
、み

な
さ
ん
と
知
り
合
え
た
こ
と
は
財
産
に
な
っ
た
」（
三
輪
美
咲

さ
ん
　
双
葉
町
新
山
）

「
他
の
劇
団
に
い
た
が
、演
出
が
合
わ
ず
迷
っ
て
い
た
時
に
ド

ス
ミ
ル
と
出
会
っ
た
。こ
こ
で
は
自
由
に
演
じ
ら
れ
、中
野
さ

ん
の
演
出
が
自
分
に
合
っ
た
」（
遠
藤
真
広
さ
ん
　
南
相
馬
市
）

「
中
野
さ
ん
と
は
高
校
の
同
級
生
。結
成
時
に
一
緒
に
や
ろ
う

と
誘
わ
れ
、10
年
間
、共
に
や
っ
て
き
た
。裏
方
の
つ
も
り
だ
っ

た
が
、10
作
品
ぐ
ら
い
は
出
演
し
た
。こ
こ
は
居
心
地
の
い
い

場
所
だ
っ
た
」（
北
村
雅
さ
ん
　
元
団
長
　
双
葉
町
三
字
）

　
会
の
終
わ
り
に
元
団
長
の
北
村
さ
ん
が
想
い
を
語
り
ま
し
た
。

「（
新
た
な
劇
団
結
成
を
考
え
て
い
た
）中
野
さ
ん
の
遺
志
を

継
ぐ
こ
と
が
供
養
に
な
る
。み
ん
な
が
バ
ラ
バ
ラ
に
住
ん
で

い
る
状
況
で
は
、稽
古
も
簡
単
に
は
で
き
な
い
が
、県
内
の
ど

こ
か
で
も
う
1
度
公
演
が
し
た
い
」

　
元
団
長
の
想
い
を
知
っ
た
4
人
は
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し

た
よ
う
で
し
た
。今
後
、ド
ス
ミ
ル
復
活
公
演
が
実
現
す
れ
ば
、

団
員
や
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、多
く
の
方
に
と
っ
て
も
、未
来
へ

つ
な
が
る
軌
跡
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ふたばのイイトコ再発見！

※ドスミルとはスペイン語で２０００という意味です

遠藤真広さん

石橋裕子さん

北村雅さん 中野優子さん

三輪美咲さん

魅せる芝居で笑わせ、泣かせた

“劇団 2000”ドスミルドスミル

最終公演後の記念撮影

ステーションプラザふたば
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“町民一人一人の復興”と“町の復興”をめざして
～双葉町復興まちづくり計画（第二次）を策定しました～

相続登記促進に係る「公開講座」を開催します

　平成25年 6月に策定した「双葉町
復興まちづくり計画（第一次）」を見直
し、その後策定した長期ビジョンなど
町の復興に係る各種計画の内容も取
り込みながら、双葉町の復興に係る総
合計画として、新たに「双葉町復興まち
づくり計画（第二次）」を策定しました。
　本計画は、双葉町の復興まちづくり
の基本理念である「町民一人一人の復

情
　
報

講
座 
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

要予約

※各会場（いわきを除く）とも駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用願います。

　最近、不動産についての相続登記がされ
ないまま放置されることで、共有者が多数
にのぼり、その実態の把握が困難となって
きています。それにより、所有者不明の土地
や建物（空家等含む）が増加しており、災害

平成29年1月25日（水）
午後1時から午後3時
平成29年1月25日（水）
午後1時から午後3時
平成29年1月26日（木）
午前10時から午前12時
平成29年1月26日（木）
午前10時半から午前12時
平成29年1月27日（金）
午前10時から午前12時
平成29年1月28日（土）
午前10時から午前12時

福島地方法務局相馬支局2階会議室
（福島県相馬市塚ノ町1丁目12-1）
白河小峰城合同庁舎3階会議室
（福島県白河市郭内1-136）
郡山第2法務総合庁舎4階会議室
（福島県郡山市希望ヶ丘31-26）
会津若松合同庁舎3階共用会議室
（福島県会津若松市追手町6-11）
福島市市民会館4階音楽室
（福島県福島市霞町1-52）
いわき地方合同庁舎5階会議室
（福島県いわき市平字堂根町4-11）

☎0244-36-3413 ※先着25名

☎0248-22-1201 ※先着20名

☎024-962-4505 ※先着20名

☎0242-27-1498 ※先着20名

☎024-534-2045 ※先着20名　

☎0246-23-1729 ※先着20名

開催日時 開催場所 問い合わせ先等

【施策体系図】

（
計
画
の
表
紙
は
前
田
香
織
さ
ん(

下
条)

に

 

デ
ザ
イ
ン
い
た
だ
き
ま
し
た
）

 基
本

理
念  

 

【町の再興】 
ふるさとへの帰還を果たし、 
魅力ある町の再興 

【生活再建】 
町民一人一人の 
生活再建の実現 

【町民のきずな・結びつき】 
町民のきずなの維持・発展、 
ふるさとへの思いを繋ぐ 

 

 
 

 
 

 

  

 
 

  

 
 

 

 
 

 

 
 

  

 

 

  

“町民一人一人の復興”と“町の復興”をめざして

３
つ
の

取
組
分
野

復
興
に
向
け
た
各
種
取
組

復興やまちづくりのための公共事業の妨げ
になるという問題が起こっています。
　法務局では，相続登記の必要性・重要性を
広く国民のみなさまに知っていただくため
に「公開講座」を以下の日程で開催します。

興」と「町の復興」を進めるため、この
第二次計画においても、「町の再興」
「生活再建」「町民のきずな・結びつき」
の3つの基本目標の下、今後5～ 10
年程度かけて取り組む施策を取りま
とめたものです。
　今後は、各施策についてその実現を
図るため、実施計画を策定し、順次取り
組んでまいります。
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2017 年がスタートしました。みなさん、年末年

始はゆっくり過ごせたでしょうか。

今月号では、ふたばのわ発行以来 3 回目となる

「スマイルフォト特別版」を掲載しました。各地で

取材をしていて感じたのは“みなさんの笑顔は震

災前と変わっていない”ということ。ほっとする笑

顔がそこにはありました。取材に協力してくだ

さったみなさん、本当にありがとうございました。

今年は自分にとって激動の一年になる予感が

していますが、「笑う門には福来る」そんな言葉を

心に留めながら穏やかに過ごしていきたいと思

います。

今年もふたさぽが各地を訪れた際に、みなさん

のステキな笑顔にお会いできることを楽しみにし

ています。　　　　　　　　　　（ふたさぽ 山根）

編集後記

平成28年12月22日

福島県内

双葉町内

福島市 北幹線第二応急仮設住宅････････

福島市 さくら応急仮設住宅････････････

郡山市 日和田応急仮設住宅････････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅････････････

郡山市 富田応急仮設住宅･･････････････

いわき市 南台応急仮設住宅････････････

猪苗代町 上川原応急仮設住宅･･････････

会津若松市 第二中学校西応急仮設住宅･･

白河市 郭内応急仮設住宅･･････････････

福島市 県北保健福祉事務所････････････

郡山市 県郡山合同庁舎････････････････

白河市 県白河合同庁舎････････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎････････

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

南会津町 県南会津合同庁舎･･･････

南相馬市 県南相馬合同庁舎･･･････

いわき市 県いわき合同庁舎･･･････

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）
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0.07～0.20

0.10～0.15
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0.08

0.06

0.04

0.09

0.07

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

0.64
0.46
0.37
0.50
0.23
0.28
0.57
0.88
0.30
0.52
0.67
1.02
6.60
2.74
1.88
0.82

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

2.13
0.46
6.44
1.82
1.61
0.46
0.35
0.69
0.56
1.18
0.50
1.46
0.28
0.10
0.08

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成28年
12月22日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成28年
12月22日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

後世に残したい双葉町
　目の前に広がる堤防沿いの美しい桜

並木。実家が前田川のすぐ近くだったた

め、物心ついたときから身近にある風

景でした。

　当時、前田川にはオイカワやフナ、コ

イなどが数多く生息していたため、幼

い頃からの遊び場でもあり、友人や弟

とよく釣りをしていました。中学生くら

いまでは、釣具屋で売っている練り餌ではなく、トウモロコシの

粒や土の中からミミズを掘り出して使っていたことも思い出されま

す。現在も休みの日には釣りを楽しんでいて、ときには釣り仲間

と栃木県や茨城県まで足を運ぶこともあります。

　時が経つにつれ、変わってしまうものも多いですが、幼い頃か

ら変わらない風景や場所が今後少しでも残ることを願っています。
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